
（別紙３）

～ 令和8年2月1日

（対象者数） 　　　　　２３名 （回答者数）
　　　　　　　　　１7名

～ 令和8年2月1日

（対象者数） 　　　　　　９名 （回答者数）
　　　　　　　　　　９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・全職員と日々、情報共有出来る仕組みを作っていく。

・多くの卒業した利用者との地域交流もはかっていく。

・毎年、1回～2回の外部講師を迎えての講演会、勉強会を開

催していきたい。（今期は10月に障害児の性教育についての

講演会を開催）

2

・同法人に他３事業所があり、今期より毎月１回、合同ミー

ティングで、課題や成功例等話し合いや報告を行っている。

・今後、毎月1度から職員の研修会を開催し、職員のスキル

アップもはかっていきます。

3

・職員間の情報共有をさらにはかっていく方法を検討してい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・職員、一人ひとりと頻繁に意見交換や考えを聞ける機会を

増やしていく

2

・実用的にスペースを使える活動内容を検討していく。

3

・状況、状態に応じて職員、保護者との情報共有。

・現状の情況を把握し、勉強会や研修等参加していく。

○事業所名 　　　はばたき＆らんどおん（放課後等デイサービスらんどおん）

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・利用者の障害特性が多様化しているため、療育の内容や個別

支援も状況に応じて必要とされる。

・利用者の障害特性の多様化。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・事業所が多くなり、同法人の理念、方向性が各事業所間で隔

たりが出来てきている。

・従業者全員の考えや意識を一本化して行く。

・活動スペースが限られているので、今後新たな小集団、個別

活動の方法を検討中。

・スペースが２Fのみで今後は１F、庭等の有効活用の方法を

模

索していく。

・多くの職員が療育に対して意識を持って対応しています。

・同法人は開所１３年目に入り、多くの利用者が成人や社会人

になりいろいろな経験や保護者からの子育て経験等情報提供も

いただいています。

・主に利用者は中高生の利用で活動内容も高校卒業を見据えて

対応しています。

・毎日、活動前に職員ミーティングを行い、対応、情報交換を

行っている。また、パート職員もおり、事業所内の情報共有シ

ステムを導入している。緊急を要する内容に対しては即時に取

り組んでいる。

・利用していた保護者からの経験、体験談を勉強会、講演会等

も近年、開催している。

・日々の活動内容は職員ミーティング時に随時、意見交換を

し、利用者に対しての有効なアプローチ方法や見立てを検討し

ています。

・活動内容によって見直し等、再構築を職員で確認や話し合い

をしている。

・児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援と

ワンストップサービスで利用者に寄り添うことを念頭にしてい

る。

・地域の関係機関との連携を今後、広めていく。放課後等

デイサービスの福祉サービス利用終了後の見学や体験会の参加

。（生活介護、自立訓練、就労移行支援等）移行支援の情報提

供。

・各事業所での課題等の共有を図っていく。

・活動の中に今後、学校卒業後の進路、将来を見据えての地域

の情報収集をしていく

事業所における自己評価総括表公表


